


工 事 区 間



工 事 概 要

工事名 工期

一般国道４０号 幌延町 幌延改良工事 令和 ２年 ３月 ２５日 ～ 令和 ３年 ２月 ２日

発注者

北海道開発局 稚内開発建設部

工事場所

天塩郡 幌延町

請負者

錦 産 業 株 式 会 社

現場代理人 ・ 主任技術者

田 渕 優 一

請負金額

￥189，530，000- （内消費税額￥17，230，000-）

担当技術員

ダオ ・ チョン ・ ギア
下 山 玄 馬



工 事 概 要

道路土工

掘削工

掘削工（ICT）

路体盛土工

路床盛土工

路体外盛土工

法面整形工（切土）

法面整形工（切土） （ICT）

法面整形工（盛土）

路盤工内法面整形

路盤工内法面整形（ICT）

23,600ｍ3

4,900ｍ3

31,130ｍ3

1,300ｍ3

4,710ｍ3

5,620ｍ2

2,450ｍ2

1,760ｍ2

600ｍ2

590ｍ2

舗装工

凍上抑制層（t=0.20m）

下層路盤（t=0.65m）

4,700ｍ2

5,130ｍ2

排水構造物工

横断管渠工（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ高圧管）

雨水桝（A型・B型）

縦排水（Φ300）

路床排水工（Φ100）

20ｍ

10基

65ｍ

867ｍ

電気通信設備工

配管工（FEP-30・50）

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ工(CE型・EF型・EG型・KS型）

2,015ｍ

14基

技術管理

沈下板測定 35箇所

植生工

泥炭張付（t=0.30m） 9,830ｍ2



着 工 前



完 成



着 工 前



完 成



工事実施上の課題と対応

（課題）

工事施工区間 762.93mの中でAランプ・Dランプ・本線の３路線に分かれており、載荷盛土部の工程

は変えず他工種との重複作業となった場合に、人員不足により１工種毎の施工であれば工程に大き

な影響を及ぼすため、重機械・人員の確保を検討する必要があった。

（対応） ・・・UAV測量・ICT土工

人員の軽減・工程の短縮を考え、起工測量をUAVによる3次元点群測量を採用し、又、Dランプの土

工作業をICTを活用した施工区間に設定し、起工測量に係る日数の軽減、丁張の設置や重機の補助

作業員が必要なく、課題であった重機械及び人員の確保を不要とした。



ICT施工箇所位置図

Dランプ
延長 L＝198.72ｍ

変速車線部
路肩延長 L＝108.02ｍ



3次元測量使用機器



UAV測量使用機器



UAVによる3次元点群測量（1）



UAVによる3次元点群測量（2）



UAVによる3次元点群測量（3）



UAVによる3次元点群測量（4）



空中写真撮影

飛行ルート・撮影計画 飛行ルート確認

空中写真撮影写真データ解析・3Dデータ作成



3次元設計デ－タ作成（1）

３次元点群データに設計データを合成ヒ－トマップによる３次元点群データ



3次元設計デ－タ作成（2）

３次元点群データによる現況確認３次元点群データによる断面確認



3次元設計デ－タ作成（3）



ICT施工使用機械

ICT機械による施工

使用機械 ZX135US 3DMC
測位方式 RTK－GNSS
現場配置員 オペレーター 1名

監視員 1名
作業日数 30日
施工内容 掘削工 4900m3

法面整形工 (切土)      2450m2
路盤工内法面整形 590m2



ICT建機施工（土工）

切土法面整形法面整形完了

基準局設置 重機内タッチパネルディスプレイ



TSを用いた出来形管理



期待する効果

■UAV測量により広範囲を短時間で測量出来る為、測量時間や人件費の削減になり自社で行える場
合はｺｽﾄｶｯﾄが期待できる。

■3次元測量ﾃﾞｰﾀを用いることで、完成後のｲﾒｰｼﾞ図として使用し発注者との共有がしやすくなる。

■測量・施工・出来形計測の作業時間の短縮。

■出来形管理の書類作成時間の削減。書類記載ミスの軽減。

■若年層のｵﾍﾟﾚｰﾀや技術者が経験が少なくても効率よく精度の高い作業が出来る。

■盛土施工にMCﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞの使用や転圧管理ｼｽﾃﾑを採用し、品質向上を図る。

■ICT施工に取り組むことで技術者のﾁｬﾚﾝｼﾞ精神を向上させ、知識を得て成長し個々が成長すること
で会社が成長する。

■ｽﾑｰｽﾞに現場に取り組めることで気持ちに余裕が出来て、良い結果に繋がり現場に対する意欲が
増す。



今後の課題・目標

■3次元出来形管理等の施工管理までを確実に実施する。

UAVによる起工測量や3次元設計ﾃﾞｰﾀ作成等の作業は私達の知識不足や現場の体制が出来ていな

かった為、外注として協力会社さんに協力していただくという形になるのですが、現場の都合(天候不

良が続き路床掘削1ｽﾊﾟﾝを短く設定し直した為、分割で出来形測定を行わなければならない)と協力

会社さんとの都合が合わない。

当社はICT建機を所有しており、今後の全ての土工作業についてはICT建機による施工を実施するこ

とを目標としています。ICT施工についてはまだまだ当社は経験不足ですが、細かく我々にもわかり

やすく指導していただける協力会社さんの存在もあり、現在はUAV測量から点群処理、出来形測定

まで全て自社で行えるようドローンや関連するソフトを準備し取組んでいます。




